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天中軽音部、6年連続優秀校賞受賞

【音楽部部員】３年生　部長　柿坂　太公　　２年生　杉本　樹斗　　１年生　松村　壮透
　　　　　　　　　　副部長　林谷　光輝　　　　　　原　　菜月　　　　　　山田かずな
　　　　　　　　　　　　　　松村　明洋　　　　　　福岡　宇宙
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☆更谷　昴君
　�国土交通省主催第35回「全日本中学生水の作文コンクー
ル」において、『優秀賞』（独立行政法人　水資源機構理事
長賞）を受賞し、東京での表彰式に参加しました。また、琵
琶湖・淀川流域水の作文コンクール平成25年度「流域賞」
もあわせて受賞しました。
☆小屋香菜子さん
　同じく「水の作文コンクール」において、『入選』を受賞し
ました。
　�このコンクールは、全国から応募された18,191編の中から、『優秀賞』は６名、『入選』は27名
が選ばれ、その中に本校から、更谷君、小屋さんの作文が見事に選ばれました。
☆片岡　優太君
　�７月25日に開催された県総体陸上の部で、円盤投げにおいて、６位に入賞しました。記録は、
29m93cmでした。
☆小屋香菜子さん
　�９月１日に行われました、第３回奈良県ジュニアかるた大会（百人一首）において、準優勝しました。

　第34回We are Sneaker ages予選会・中学校大会が、大阪市中央区IMPホールにて開催されました。
　天川中学校は、６年連続優秀校賞を受賞しました。

学校が被災してから２年。
　私たちは、地域の方々をはじめ村外からも多くの方々に支援をいただきました。そして、復旧・復
興に力を注いでくださる、多くの方々の背中を見て、私たちも頑張ろうと思ってやってきました。ま
た、今年度より、元の校舎で学習や部活動をスタートすることができ、“喜び”と“感謝”の気持ち
が強くなりました。僕たちは、「喜びと感謝」を音楽に託し、「音と笑顔で心をつなぐ」を演奏のテ
ーマにしました。
　演奏曲は、平原綾香さんの「はじまりの風」と、植村花菜さんの「My Favorite Songs」。
　表彰の時、主催者の方に「今年も素晴らしい演奏を聴かせていただきました。ステージでの演奏と
応援団との総合力で勝ち取った優秀校賞です。天川中学校の生徒さんが、普段から、一生懸命に前を

見て音楽に取り組んでいる姿や、中学校生活を送る様
子を見ていて、地域の方が応援してくれるのだと思い
ます。それが、今日のサウンドにしっかり表れ、優秀
校賞に繋がりました」という講評をいただきました。
　来る12月23日（月・祝）には、大阪舞洲アリーナ
（大阪市此花区）にて、グランプリ大会が行われま
す。音楽部が音楽を続けることへの自信と決意を新た
に、いつも支えてくださる方々への感謝の気持ちを演
奏で表現します。応援よろしくお願いします。

洞川中学校生みごとに多数入賞

第34回We are Sneaker ages予選会・中学校大会

東京での表彰式に参加　前列左が更谷君
中央が大田大臣
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ふるさとの心で守る命の水
天川村立洞川中学校　２年　更谷　昴

　僕が住む奈良県天川村は、環境省選定名水百選「洞川湧水群」のある名水の里だ。ここに住む僕達
は、昔から水を大切に守りながら暮らしている。しかしながら、近年はゴミの放棄やポイ捨てが多く
見られ、今年の四月には、村民が一丸となった「村民ボランティア清掃」が行われた。村民皆で協力
して収集したゴミの量は、一般家庭ゴミ、観光ゴミ、鉄くず等、２ｔトラック５台分であった。この
様に、天川村では、水を育む環境を守る取り組みとして、清掃活動や名水まつりなど様々な行事が行
われている。
　そこで僕は、天川村以外の地域で、水を大切にする取り組みが行われている場所のことを知りたく
なり、近畿の水がめと呼ばれている琵琶湖に注目した。琵琶湖は、近畿圏のおよそ千四百万人に生活
用水を供給し、多くの生き物が生息するところである。僕は、インターネットで、平成の水百選に選
定された、滋賀県高島市にある、「生水（しょうず）の里　針江」の事を知り、早速家族と共にそこ
へ出かけた。針江地区は、「生水（しょうず）」という豊富な湧水を使い、「川端（かげた）」とい
う生活用水システムを、六百年以上受け継ぎ、守り続けているところだ。生水（しょうず）とは、生
きた水という、素敵な表現だ。川端とは、比良山系からの地下水脈に管を通し自噴させ、その水を壷
池という壷に溜め、壷池からあふれ出た水は、少し低い位置にある端池という池に流すシステムであ
る。壷池は、飲料や野菜を冷やす為に利用、端池は野菜などを洗う為に利用される。端池には、洗っ
た野菜くずや米粒などをエサとして食べるコイなどの魚が飼われており、水を清掃する役割を果た
し、昔は成長したら食べていたそうだ。端池は、水路、河川へとつながり、琵琶湖から昇ってきた魚
などが自由に出入りしている。僕は、宿泊施設で、川端という素晴らしい循環システムを体験し、人
と人、自然と人とのつながりを強く感じる事ができた。
　翌日は、地元ガイドによるエコツアーに参加した。午前は、「高島市うおじまプロジェクト」地の
いくつかを見学した。このプロジェクトは、失われた琵琶湖の環境を取り戻す事により、魚たちが産
卵、生育しやすい環境づくりに取りくんでいる。午後は、針江の各家庭にある、様々な川端などを見
学した。鈴江の方々は、川端や生き物の生息環境を守る為、年三回の川掃除、年一回の水路掃除、
十二月のヨシ刈り、二月のヨシ焼き等を行っている。川や水路を琵琶湖から昇ってくる魚などの生き
物の産卵、生育場所とする為には、定期的な河川の藻などの草刈りが必要だそうだ。エコツアーを通
して僕は、琵琶湖の環境を守る為に、地域、官公署、研究機関、企業等が連携・協力している姿に感
動した。
　水は僕たちの生命を育むと共に、多くの生き物を支えてくれるとても大切なもの。天川村と針江
は、共に、そこに暮らす地域の人々の絶え間ない努力によって、安全でおいしい、多くの生き物が暮
らしていける水が守られている。針江での体験を通して僕は、水は地球規模で循環しているイメージ
を、より一層実感することができた。だからこそ僕は、限られた資源である水に感謝し、水の節水に
努め、河川のゴミ拾いなど、友達にも呼びかけ、自然を守る活動をしていきたい。日常の中で行う小
さな活動でも、その活動の輪が広がっていけば、一滴の雨が大河となるように、大きな成果となると
思う。僕にとって美しい水を育む天川村の自然環境は、誇りであり宝物だ。僕はもっと様々な地域の
水の歴史や文化に関心を持ち、先人の暮らしの知恵に触れてみたいと思うようになった。
　「天川村や、針江の命の水は、ふるさとの心で守られている。」
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　九尾の吉田道夫さんが瑞寶單光章（ずいほうたんこうしょう）を受賞され、平成25年６月25日に
美吉野園において、高齢者叙勲の伝達式を行いました。おめでとうございました。
　吉田さんは、昭和21年に天川村消防団へ入団され、昭和61年までの40年間火事や災害等から地域
を守っていただきました。
　この高齢者叙勲は、消防団員として長年に渡り地域を守り活動してきた功績が認められかつ88歳
を迎えられた方に日本国天皇より送られるものです。

九尾の吉田道夫さんが高齢者叙勲を受賞されました

島本ツユ子さん（南角）

花折シズコさん（南日裏）

大藏重男さん（九尾）

吉田千恵子さん（川合）

松浦ツヤ子さん（南日裏）

玉井千鶴世さん（栃尾）

西本コナミさん（五色）

中谷トヨ子さん（坪内）

小林都香さん（庵住）



�

　高齢者の皆さま、ご長寿おめでとうございます。
　９月６日、森本村長が米寿（88歳）の方々の家庭を訪問し、村からのお祝いの品をお届けしてご
長寿をお祝いしました。
　本年、米寿を迎えられる方は（大正14年１月１日から大正14年12月31日生）26名です。戦前戦後
の日本の混乱期を支えてこられた皆さまに敬意を表すると共に、これからも健康に留意されまして益々
ご活躍いただきますよう、又、人生の経験を生かし後輩をご指導下さいますようお願いいたします。
※�竹村ヱンさん（洞川）福上芳子さん（沢原）前岡ツイ子さん（南日裏）植村久継さん（塩野）は不
在などのため、訪問できませんでした。

ご長寿おめでとうございます

青木花子さん（洞川）

大谷勝亮さん（洞川）

小屋昌幸さん（洞川）

辻内ふじ子さん（洞川）

新子光枝さん（洞川）

角谷　佼さん（洞川）

谷口昌子さん（洞川）

丸谷繁次さん　千代子さん（洞川）

植林陽子さん（洞川）

亀谷静枝さん（洞川）

辻　龍雄さん（洞川）

花谷照夫さん（洞川）
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　９月８日に和田地区において区主催による避難訓練
を実施しました。
　午前８時、避難準備情報が防災行政無線から流れる
と、和田区自主防災組織の役割分担にもとづき区の役
員らが子供や高齢者などを安全に和田区民ホールまで
送り届け、続いて８時30分に避難勧告が発令される
と区民全員が避難所へ避難しました。

　避難訓練に引き続いて旧西小学校体育館へ移動し、
奈良県（安全・安心まちづくり推進課、深層崩壊対策
室）や日本防災士会、消防署、警察の方々にもご協力をいただき、三角巾の使い方、簡易な担架づくり、
空き缶を使った飯ごうなどを行いました。防災士や消防署員の指導のもと、和田区民の方々をはじめ西部
地区の各区長、災害応援協定により参加いただいた郵便局関係者など全員で実技を通して災害時に役立つ
技術を学びました。
　反省会では、参加者から「毎年このような訓練を続けてほしい」「他の地域と連携した訓練をしたい」
などの意見がありました。

防災 てんかわ
第15回
◇ 地域の自主防災活動報告（和田区） ◇

和田地区で避難訓練を実施しました
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　森岡太美行委員が９月２日をもって天川村選
挙管理委員を辞されました。
　森岡委員は３期（８年４ヶ月）にわたり選挙
管理委員を務められ、国政選挙や県選挙、村
長・村議選など延べ12回（無投票含む）の選
挙の正確な執行に寄与されました。
　長きにわたるご活躍に感謝いたします。

選挙人名簿　９月定時登録（平成25年９月２日）
　平成25年９月２日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定時登録が行われ
ました。
　今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

　福上早苗さんが９月３日に天川村選挙管理委
員に委嘱され、乾井委員長から委嘱状が公布さ
れました。
　福上委員は、平成28年11月の任期満了まで
選挙管理委員として適格な選挙執行にご尽力を
いただきます。
　今後のご活躍を祈念いたします。

男 女 合計

25.7.3 の選挙人名簿登録者数（選挙時登録） 679 786 1,465

名簿抹消者数 ７ 12 19

名簿登録者数 １ ５ ６

25.9.2 の選挙人名簿登録者数 673 779 1,452

天 川 村 選 挙 管 理 委 員 会 の 動 き

選 挙 人 名 簿 の 登 録 に つ い て

森岡太美行 前委員 福上早苗 新委員
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　薬は、私たちの健康に大きく影響するものです。そのため、医薬品については医師や薬剤師などの指示を
守って、正しく使用することが大切です。医師の処方による薬、市販の薬、様々ですが「使用期限」「使用

量」「使用方法」などを守り、使用上の注意を十分に理解しましょう。また、
薬品は光や熱などによって品質の低下を招く恐れがあります。保存方法につい
ても注意が必要です。また複数の薬を飲む場合、薬同士の相互作用や副作用の
心配があります。薬を日ごろから飲んでいる方は、受診の際には医師に飲んで
いる薬について相談する必要があります。
　医薬品が、あなたの健康に十分に役立つには、あなた自身の注意が必要で
す。疑問に思われることは、専門家に是非ご相談下さい。

◆NaRaくすりと健康2013◆
　イオンモール橿原にて、薬の正しい知識の普及などのために下記のイベントが開催されます。
実 施 日：10月25日（金）〜10月26日（土）
実施場所：イオンモール橿原　橿原市曲川町７-20-１
実施内容：�お薬相談・禁煙相談・健康チェック・薬用植物及び生薬のパネル展示・お薬の選び方についての

紹介など、他多数。

　９月から65歳以上の方を対象に運動機能向上教室・脳のトレー
ニング教室が始まりました。両教室共に、ご参加いただいている皆
さんの楽しそうな笑い声が響いています。
　両教室ともに平成26年３月まで実施していますので、興味をお
持ちの方は、お気軽にほほえみポート天川内健康福祉課までご連絡
下さい。
　みなさんのご参加を心よりお待ちしております。

　今月のサークルは、中学生さんとの交流会です！楽しい企画を考えていますので、お子さま同士の遊び場
に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。

○日　　程・・・10月31日（木）
○会　　場・・・ほほえみポート天川　２階
○参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
○内　　容・・・中学生さんとの交流会、わんぱくあそび　など
○持 ち 物・・・タオル・お茶　等
※詳しくは、後日送付します案内をご確認ください。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせ
ず不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、
予約制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みくだ
さい。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

薬と健康の週間　10月17日〜10月23日

脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！

うさちゃんくらぶのご案内

心の健康相談会のご案内

開催日：10月28日（月）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）



�

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　館　　日（体育の日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 １	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 ２	 水	 診　　察	 診　　察		

	 ３	 木	   診察（松村医師）	 休　　診	 すこやか健診	 不　燃

	 ４	 金	 休　　診	 休　　診		  燃　焼

	 ５	 土	

	 ６	 日	

	 ７	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ８	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 ９	 水	 診　　察	 診　　察	

	 10	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 11	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 12	 土	

	 13	 日	

	 14	 月	

	 15	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃　焼

（予約）
粗　大

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 17	 木	   診察（松村医師）	 診察（西尾医師）	 リハビリ相談会	 不　燃

	 18	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 19	 土

	 20	 日	

	 21	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 22	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１	

	 23	 水	 診　　察	 診　　察		

	 24	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 25	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 26	 土

	 27	 日	

	 28	 月	 診　　察	 診　　察	 心の健康相談会	 燃　焼

	 29	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 30	 水	 診　　察	 診　　察		

	 31	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）	 うさちゃんくらぶ10：30〜	 不　燃

見える所に貼り、ご活用下さい。

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

（予約）
粗　大
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　介護をされておられる方を対象に、理学療法士によるリハビリ相談会を開催します。ご家族の介護をされ
ておられる方の動作介助（立ち上がり、歩行、着替え等）のお悩み、補助具の選び方や正しい使い方等につ
いて、理学療法士の先生に直接ご相談いただけます。利用を希望される方は、ほほえみポート天川までお気
軽にご連絡ください。詳しくご案内させて頂きます。
　　日程：10月17日（木）
　　場所：ほほえみポート天川　２階　機能訓練室
※ご利用には、事前のお申し込み、提出いただく書類等が必要ですので、
　必ずご連絡くださいますようお願い致します。

　毎日がんばる体に、また年齢を重ねていく体に大切な健康づくりのため
の時間を皆さんに持っていただきたいと思い、健康教室を下記の通り開催
させていただきます。
　関心をお持ちの人は、お気軽にご連絡ください。少しでも皆さまの健康
づくりのお手伝いができれば、幸いです。

◇出前健康教室について◇

＊�そのほか、ご希望にあわせて様々なテーマの教室を準備させていただきたいと思いますので、
　どうぞお気軽にご連絡下さい。

リハビリ相談のご案内

健康教室の「出前」します。

利用いただける人

天川村の全ての人
　※３〜５名のグループからご利用できます。
　※年齢の制限はありません。
　※ご近所や、お友達などのグループでのご利用も歓迎します。

利用できる日時 原則として、平日の９時〜17時までの時間帯
　※詳しい日時については、ご相談の上決定します。

利用できる場所
村内で、ご指定の場所で開催します。
　※�個人のお宅や集会所、ほほえみポート天川等、みなさんの集まりやすい
場所で開催します。

利用にかかる料金 無料です。

お 申 込 み 方 法 お気軽に下記までご連絡下さい。
　※ご希望の内容・日程などご相談の上、準備いたします。

教室のメニュー
※一例です

①体操・ストレッチ教室
　〜みんなでワイワイ楽しみながら運動をしたい人に。
②脳の若返り教室
　〜認知症は予防できる！？脳を刺激するポイントを知りたい人に。
③高血圧予防教室
　〜病気や減塩の食事など、高血圧の予防をしたい人に。
④健康診査活用教室
　〜�すでに受診された健診などの結果について詳しくご説明し、健康づくり
のためのご相談をします。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　８月25日（日）、天川村林業研究グル
ープ主催の夏休みこども木工教室を天川中
学校の図工教室をお借りし、実施しまし
た。
　木工道具、材料は林研グループの方にご
用意していただき、保護者の方に手伝って
もらいながら工作をしました。

　みんな作るものをあらかじめ考えてきて
いたので、早速ノコギリを持って木材を加
工。普段使うことのない道具ばかりでした
が、保護者の方や、林研グループの皆さん
に扱い方を教わりながら上手にノコギリや
金槌を使っていました。

　木材の加工が終わったら、あとは組み立
て。細かい作業などは、保護者の方がサポ
ート。短い時間の中での作業でしたがイ
ス、ゴミ箱、パズル、貯金箱などなど、と
ても立派なものに仕上がりました。

　みんなが一生懸命頑張って作った作品で
す。これからも大事に使ってくださいね。

ノコギリで角材を切っている様子

金槌でトントン♪
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　第31回目を迎える「天の川もみじまつり」を、今年は11月９日・10日（土・日）の２日間でイベ
ントを実施いたします。
　内容としましては、ヘリコプター遊覧飛行・ボタン鍋・物産展、無料シャトルバス運行・天川中学
校音楽部によるミニミニコンサート・和太鼓龍王による演奏を実施する予定です。
　また、今年も奈良県教育の日イベント「天川村子ども作品展」が同時開催されます。
　イベント当日は、交通規制による道路の一方通行、通行車両増加に伴う交通渋滞などが発生し、住
民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

　また、実行委員会では「もみじまつり」でのボランティアスタッフを募集いたします。
　毎年大盛況のイベントとなりましたが、実行委員会構成団体の会員数の減少などにより、スタッフ
が不足しております。
　くず湯サービスや駐車場内案内（交代要員）などお手伝いいただける方、どうかご協力をお願いい
たします。
　（１日だけでもお助けいただければありがたいです。）
　詳しくは、天川村総合案内所（☎63-０９９９）までお問合せ下さい。

天の川もみじまつり実行委員会
（事務局　天川村総合案内所内）

今年は11月９・10日（土・日）に
「天の川もみじまつり」を開催！

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

10月19日（土）8：00〜17：00
　名物シリーズ＝紅葉の行者還岳へ鮮やかに色づいた木々に囲まれて、安全に登山にするための
簡単な「登山講習付」歩行時間計５時間半。標高1542ｍまで（初心者から）（※小雨決行）
【講　　師】日本山岳ガイド協会認定ガイド　内炭直美氏
【集合場所】天川村役場駐車場　　【定　員】20名
【持 ち 物】帽子・タオル・水筒・弁当・登山の服装・雨具　【参加費】3.000円（小中学生半額）

秋の大峰奥駈道を行く紅葉の「行者還岳」へ

ボランティアスタッフ募集！
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　天川村では、障がいのある方やそのご家族などへの「生活相談」を行なっています。
　「生活相談」は、大淀町の生活相談センター「のどか」へ委託しています。
　生活相談センター「のどか」には、精神保健福祉士などの国家資格を持つ専門家がいます。
　生活相談センター「のどか」には、心やさしいスタッフがいます。
　生活していく上で、困っていることがあれば、ご本人やご家族で抱え込まずに、お気軽に生活相談
センター「のどか」へご相談下さい。安心して生活できる方法を一緒に考えていきましょう。各種相
談や情報提供、申請手続きの説明など様々なご相談に対応します。
　相談は無料です！

〇利用日時は？
　月曜日〜金曜日＝９時から１８時半まで
　第１・第３土曜日＝１３時〜１７時まで
（日曜、祝日、第２・第４土曜日はお休みです）

〇住所は？　
　大淀町下渕８６２-４（大淀高校横の、たこやき壱っちゃんの奥です。）

　天川村地域自立支援協議会（赤井公司、弓場昭、銭谷欣吾、井口いづみ、堀川通治、大山敬、
　　　　　　　　　　　　　　中山十代一、西本仁美、堀口美奈子　※順不同）
　身体障害者相談員（赤井公司）、知的障害者相談員（井口いづみ）
　天川村役場（健康福祉課）　☎６３-９１１０

絆。みんなで支え、助け合う「むらづくり」

生活相談は！

生活相談センター「のどか」までお電話下さい。
〇電話・FAX番号は？　☎０７４７-５３-２１５３
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　８月27日（火）、天川村山村開発センター大ホールにて、奈良県トラック協会と奈良県交通安全
母の会から、天川村をはじめとした、７村の交通安全母の会に「ストップマーク」が贈呈されました。
　「ストップマーク」とは、横断歩道などの手前の足元に貼りつけ、交通安全のために左右の確認や
一時停止を促すもので、７村それぞれに50枚ずつ贈
呈されました。７村の交通安全母の会を代表して、天
川村交通安全母の会会長の松村美保さんは「誠にあり
がとうございます。頂戴いたしましたストップマーク
は地域の子ども達の交通安全のために使わせていただ
きます。」と感謝の言葉を述べられました。
　９月21日から、「秋の交通安全運動」が始まるこ
とから、交通安全の意識を高める意味でも、非常に有
意義な寄付となりました。

ストップマーク贈呈式が行われました

　10月21日（月）から27日（日）までの１週間は行政相談週間です。
　登記、道路、郵便、年金、保険など、国の仕事について、わからないこと、困っていることがあり
ましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気軽にお尋ねください。相談は無料で、秘密は厳
守します。
＜行政相談委員が開催する巡回行政相談所＞
　日　　　　時：10月22日（火）午後１時30分〜午後４時
　場　　　　所：ふるさとセンターつどい
　相談のお相手：行政相談委員　中村　猛

困ったら一人で悩まず行政相談
　行政相談所を開催します

① ② ③ ④
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関
係
紛
争
処
理
制
度
」
の
周
知
月
間
と
し
て

お
り
、
当
委
員
会
で
も
左
記
の
と
お
り
、
労

働
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

南
部
会
場

日
時
：
10
月
15
日
（
火
）
午
後
５
時
〜
８
時

場
所
：
大
和
高
田
市
大
中
98―

４

　
　
　

奈
良
県
高
田
総
合
庁
舎
内
会
議
室

北
部
会
場

日
時
：
10
月
16
日
（
水
）
午
後
５
時
〜
８
時

場
所
：
奈
良
市
法
蓮
町
７
５
７

　
　
　

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎
内
会
議
室

費
用
：
無
料

対�

象
：
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者
及

び
事
業
主

お�

申
込
み
：
両
会
場
と
も
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
２―

20―

４
４
３
１

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

　

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
障
碍
者
就
職
面
接

会
の
ご
案
内

　

�

ご
存
知
で
す
か
？
労
働
委
員
会

　
�

第
19
回　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

　

�

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

　

�

登
記
・
税
金
・
年
金
な
ど
行
政
な

ん
で
も
相
談
所
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校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
対
象
と
し
た
公
的
融
資
制
度
で
す
。

・�
ご
融
資
額 

…
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

・�

利
率 
…
年
２
．５
５
％
〔
（
母
子
家
庭
ま

た
は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０
万
円

（
１
２
２
万
円
）
以
内
の
方
は
年
２
．

１
５
％
〕
（
平
成
25
年
８
月
９
日
現
在
）

お�

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０―
00―
８
６
５
６

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

奈
良
支
店　

国
民
生
活
事
業

　

☎
０
７
４
２―

36―

６
７
０
２

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
３
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し

て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お

ひ
と
り
で
参
加
す
る
方
、
初
め
て
海
外
へ
行

か
れ
る
方
も
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
事
前

研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い

た
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

内�

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ
ス
体

験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
等

派�

遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
イ
パ
ン
・

フ
ィ
ジ
ー

日�

程　
12
月
26
日
（
木
）
〜
１
月
３
日
の
内

７
〜
９
日
間

対
象　
小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

定
員
各　
20
人

参
加
費　
25
万
〜
38
万
円
予
定

締
切　
11
月
５
日
（
火
）
先
着
順

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

公
益
財
団　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

住
所　

〒
１
０
８―

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田
５―

７―

８―

９
２
１

　

☎
03―

６
４
５
９―

４
６
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
03―

６
４
５
９―

４
６
３
３

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.kskk.or.jp

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

日�
時
：
10
月
15
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後

３
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
不
要

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外
科
部
会
）

日�

時
：
10
月
23
日
（
水
）
午
後
３
時
〜
午
後

４
時

　

※
受
付
締
切　

10
月
22
日
（
火
）

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部
会
）

日�

時
：
10
月
24
日
（
木
）
午
後
３
時
〜
午
後

４
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

日�

時
：
10
月
30
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
午
後

３
時

場�

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

お�

問
い
合
わ
せ
先
：
〒
６
３
４―

８
５
０
２　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８　

奈
良
県
医
師
会

各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

奈
良
県
医
師
会
眼
科
医
会
で
は
、
目
の
健

康
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（
※
予
約
不
要
）

日�

時
：
10
月
10
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後

４
時

場
所
：
秋
篠
音
楽
堂
（
奈
良
市
西
大
寺
２―

４―

１　

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
６
階
）

内�

容
：
無
料
相
談
会
（
相
談
員
：
眼
科
専
門

医
２
名
）

お�

問
い
合
わ
せ
先
：
奈
良
県
医
師
会　

眼
科

医
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４―

23―

７
７
９
６

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
患
者
家
族

同
時
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と
が
出

来
る
場
で
す
。
当
日
は
、
専
門
医
師
に
よ
る

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

か
ら
だ
や
心
の
辛
さ
を
和
ら
げ
、
よ
い
療

養
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
先
着
50
名
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日�
時
：
10
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

場
所
：
吉
野
保
健
所　

２
階
大
会
議
室

　
　
　

下
市
町
新
住
15―
３

対
象
：
県
内
在
住
の
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

内
容
：
・
講
演
「
が
ん
と
緩
和
ケ
ア
」

　
　
　

・�

交
流
会　

〜
が
ん
患
者
、
家
族
同

士
で
情
報
交
換
な
ど
。

申�

込
：
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
ご
記
入
の

上
、
左
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

�

〒
６
３
８―

０
０
４
５　

下
市
町
新
住
15―

３　

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
７―

52―

７
２
５
９

お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

☎
０
７
４
７―

64―

８
１
３
４

　

（
月
〜
金　

９
時
〜
17
時
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融

機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、

「
忙
し
く
て
…
」
、「
つ
い
、
う
っ
か
り
…
」

納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で

す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関

（
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
等
）
ま
た
は
、
年

金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
う
健
康
相
談

　

�

目
の
愛
護
デ
ー

　

「
目
の
健
康
相
談
」
ご
案
内

　

�

小
中
高
校
生
の
た
め
の
冬
休
み

海
外
派
遣

　

�

が
ん
サ
ロ
ン
『
患
者
サ
ロ
ン
よ
し

の
』
緩
和
ケ
ア
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
が
お
ト
ク
で
す



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成
25年

10月
１
日
発
行
　
通
巻
440号

2013年
８

月
30日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,635人
（

−
１

）

女861人
（

＋
１

）

男774人
（

０
）

世
帯

数
724戸
（

−
１

）

燃焼	 71.24トン
前月比	 158.0 ％
前年同月	 106.12％

不燃	 6.38トン
前月比	 164.01％
前年同月	 89.61％

資源	 10.71トン
前月比	 121.43％
前年同月	 92.46％

粗大	 1.8トン
前月比	 102.27％
前年同月比	 49.86％

８月のごみ
収集状況

　幼稚園では、年間を通していろいろな想定の避難訓練を計画的に実施しています。
　９月は、火災を想定した避難訓練を行いました。職員が、通報・初期消火・誘導などの役割分担を
しながら子どもたちを安全な場所へ避難させます。実際にあって困りますが、いざという時に冷静で
的確な判断と指示、適切な対処と迅速・正確な連絡・通報ができるように、日頃から教職員が危機へ
の意識をしっかりと持ち、子どもの安全確保、生命維持を最優先できるように今後も訓練等を通して
身につけていきたいと思います。

避　難　訓　練

頭巾をつけて、ハンカチ
を口にあてて…

落ち着いて
落ち着いて

上手に避難すること
ができました！


